
原子力資料情報室連続ウェビナー 東京電力福島原発事故から15年

私たちの課題はなにか

市民が作る環境放射能データベース

みんなのデータサイトのあゆみと
これから

NPO法人みんなのデータサイト 事務局

中村奈保子



自己紹介

中村奈保子 NPO法人みんなのデータサイト事務局スタッフ

• 東京・世田谷区在住

• ３人家族。一人息子は3.11当時保育園の年長（卒園直前）

• 東日本大震災と福島原発事故を契機に働き方を見直し、移住も視野に。

• 当時世田谷にできた市民放射能測定所のスタッフになった。その事務所
でみんなのデータサイト構想の会議が行われてきたことが、データサイ
トの事務局として関わるきっかけになって、現在に至る。

• 世田谷子ども守る会、子ども全国ネット、Round Shape(ヨウ素剤配布
会） などにも参加



市民放射能測定所の始まり

NHKEテレ 2011年8月28日放送「ネットワークでつくる放射能汚染地図3 子どもたちを被ばくから守るために」より



未曾有の放射能汚染
に突き動かされ
一般の市民が全国に
市民測定所をつくる
2012年2月19日に初めての会合が開かれ、全国的
なネットワーク形成の萌芽が見られた。

首都圏などで測定所を開き、インターネットでつ
ながった人たちが、初めて一堂に会した「全国市
民放射能測定所ネットワーク（仮称）」の初会合。
福島第一原発事故後にできた父母の団体や、チェ
ルノブイリ原発事故当時から取り組む団体など立
場や経験はさまざまだが、「行政に任せきりにで
きない」という思いは共通する。放射線測定技術
の高い専門性の壁を乗り越えようと、活発に意見
を交わした。

放射能汚染を追う 専門の壁 手携え測ろう
市民測定ネット初会合 線量どう監視
活発に情報交換

東京新聞同日朝刊の関連記事
(27面)



日本全国で100を超える市民放射能測定室（所）が
できた

◎国際的な連帯＝事故後すぐに資金・技術・機器の支援に駆けつけてくれたフランス・ドイツ
の市民測定所に感謝
◎子どもたちを守りたい母親・父親＝それまで市民運動や環境運動とは無縁だった普通の父
親・母親たち、定年退職した世代の人たち、農家さん、食品店等 多様な人々が無我夢中で、
学びながら測定室を手探りで作っていった



市民測定が暴いた 生活空間の汚染の例 各紙の報道によると、福島市のＮＰＯ法人が実
施した放射能測定で、福島県内の県立高校の
プールの汚泥から高濃度の放射能が検出され、
このうち２校は１キロ当たり１０万ベクレルを
超える濃度だった。両高校のプールは、東京電
力福島第１原発事故の後、排水できない状態と
なっており、雨水等による放射能が凝縮して汚
泥に蓄積したとみられる。若者が集まる高校内
での高濃度汚染物質の蓄積は健康影響問題を引
き起こす可能性があることから、早急に除染す
る必要がある。

１０万ベクレルを超える高濃度放射能のプール
汚泥が検出されたのは、福島市の高校と伊達市
の高校。福島市の高校では一キロ当たり１０万
４１００ベクレル、伊達市の高校では同１１万
９４６１ベクレルが検出された。また別途、南
相馬市の高校では８４６８ベクレルを検出した。
報道によると、いずれの汚泥も、４月中旬に大
手新聞の記者が同NPOに検体を持ち込んで調べ
ていたという。
１キロ当たり８０００ベクレル超の廃棄物は、
国が処理の責任を持つ「指定廃棄物」で、同１
０万ベクレルを超えると、中間貯蔵施設などで
の保管が義務付けられる。しかし、調査した各
高校では汚染汚泥の除去等の作業は行われてい
ない。福島県健康教育課によると、現在７校の
プールが地域の同意を得られずにプール内の汚
染水を排水できない状態になっているという。
プール内の汚染水と、底部の汚泥等の早期除染、

処理が急がれる。
行政が手をつけない、本気（？）の測定
事故から2年後の福島市で。



市民測定が暴いた 生活空間の汚染の例2

朝日新聞

【本田雅和さん記事の概要】

図書館や美術館などの公共施設があ
る福島市内の敷地２カ所の駐車場の
土を、ＮＰＯ法人が採取し測定した

ところ、最高で１キロあたり４３万
ベクレル超の高濃度の放射性セシウ
ムが検出された。空間放射線量も、
高い地点で住民の避難の目安を上回
る毎時３・８マイクロシーベルトに
達した。連絡を受けた県と市は７日、
現場を立ち入り禁止にした。近く緊
急に除染を行う。

ＮＰＯ法人は、付近住民の依頼）。
付近住民の依頼で４月２９日から今
月２日にかけ、採取と測定をした。
NPO法人によると、市立図書館や市
公会堂がある市有地（同市松木町）
の駐車場の３カ所で、土１キロあた
り２２万ベクレル以上、最高で４３
万３７７２ベクレルを検出。県立図
書館と県立美術館がある県有地（同
市森合）の駐車場の４カ所の土から
も１２万ベクレル以上、最高で２８
万９１４４ベクレルを検出した。こ
れらの地点の高さ１メートルの空間
線量は毎時０・６～３・８マイクロ
シーベルトだった。

人々が普通に行き交う 福島市立図書館・市公会堂
の植え込みで 43万ベクレル超を発見・通報。



消費者・利用者から

測定結果を広く
公開して、みん
なで子どもたち

を守りたい

メルマガ、ツイッ
ター、ブログ、

Facebook、バラバラ
に情報発信されてて、
探したい情報を探す

のが大変

放射能汚染の記
録を遺すべきだ

品目や産地で全てのデー
タを簡単に検索できたら

いいのに

測定結果を公開し
たいが自力でサイ

ト構築は困難

スーパーで手に取っ
た食材がどれくらい
汚染してるのか、パ
パッと検索して買い
物の参考にしたい

放射能測定の情報共有や相
談ができるネットワークが

必要だ

市民放射能測定室から

• 高木仁三郎市民科学基金の測定所交流事業の会議の中で、統一データベース構想が持
ちあがる

• 福島県内の測定室ネットワークですでに使用され始めていたデータベースを拡張し、
全国の市民測定室が使える共通のデータベースに

だんだんこんな声があがってきた



全国の市民放射能測定室の測定結果を
まとめて検索・表示でき、

だれもが簡単に調べることが可能になった！

福島原発事故をきっかけに、全国にできた「市民放射能測定所(室)」の測定データを集積するデータベース

を有する

ウェブサイト https://minnanods.net

現在では、食品・土壌・環境試料（灰・水・肥料など）の放射性セシウムの測定データや、「学ぶ・解

析をみる」コーナーなどを公開。全国の市民放射能測定室（所）の皆さんを繋ぐネットワーク、共通プ

ロジェクトを行う場ともなっている

https://minnanods.net/


標準試料（基準玄米）の作製と精度管理
～正確な測定を行うための仕組み～

• 高濃度（100Bq/kg）中濃度（50Bq/kg)低濃度
（10Bq/kg)微量（3Bq/kg）の4種類1セット
（カッコ内濃度はおおよその数値）

• ゲルマニウム半導体検出器により詳細な値付け

• セットの内容として減衰補正値を計算できる表、
取り扱い方法をセットし、含水率は数回に1度確認

• 「みんなのデータサイト」参加（データ登録）のた
めの必須課題となる。毎年1回の測定が義務付けら
れている。データベースにアップされる測定値の正
確性を保証するシステムである。

• 不合格測定室に対しては、技術支援も行われてき
た。測定環境の問題や、測定手技の間違いなどが
発見・修正された。また測定器製造会社との技術
論争で、解析ソフトの大幅修正も勝ち取った。

＜施設間測定結果の評価法＞
測定条件：計測は、計測誤差≦（Ge値*0.1）を満たす

計数誤差になるように測定時間等を設定する。
判定：En数（ｋ＝2）＝（ｘ - X )/2√(σｘ＾2+σX^2)
x：測定値、
σｘ：参加測定所のデータの標準偏差
X：基準値（ゲルマニウム半導体核種分析装置による値付け）
σX：基準値の計数誤差
判定：－１≦En数≦1は良好

玄米を使った標準試料の製作風景(2012年）

一般的な標準試料は１つ10万～50万円
など非常に高価格なため、市民測定室
が購入するのは困難。そこで原発事故
で汚染された玄米を活用した標準試料
を独自に作成し、団体の共有資産とし
て検定時に使用、また定期的に貸し出
すシステムを作った。

データサイトの
根幹（１）



長年の利用による糠の剥がれや重量の減少等をうけ、また誤操作（混ぜてしまう、取り
違え等）を防ぐため2022年に、各測定器の固有の測定用容器（マリネリ容器）に密閉し、
色付けし、再度ゲルマニウム半導体検出機により値付けをし直した新基準玄米を
福島で製作しました。（高・中・低・微の４濃度 ６セット）
汚染された玄米は新たな原子力災害が起こらない限りもう手に入らないので、これらの
キットを大切に活用していきます。

標準試料（基準玄米）の改良（2022年）



精度確認をパスしなかったときは？

現場に行って原因追究・フォロー

・効率校正のことをわかっておらず、容器に入れる量が測定の都度、まちまちだった

→ 測定員への測定講習をして正しく測定する方法を伝える

・壁からのガンマ線→ 場所を変えないとダメだったケースもあった

・天然物対策→ 測定前にマリネリ容器を綺麗に洗浄し付着するラドンの子孫核種を除去

・バックグラウンドが高かった場合、下げる工夫（床に鉄板を敷くなど）

初期の頃はメーカーに直談判して突破したことも！

・ソフトウェアの改善

・マリネリ容器を使った効率校正をメーカーに

新たに実施してもらった

（当初、マリネリ容器が使われていなかった）

個人で訴えても無力だ
が、集団で交渉するこ
とで道がひらけた！

様々な機種を比較
して評価できたこ
とで、原因の特定
やメーカーへの申
し入れができた



会員制のデータベースの構築と運用

多くの測定室・担当者が入力するデータベースでは、入力の表記揺れがあって
は検索が難しくなる。
そのため食品品目が網羅されたテーブル（一覧表）を作り、大・中・小カテゴ
リー分けして番号づけることで、表記揺れを回避してデータベース検索・表示
されるようにした。

データサイトの

根幹（2）

登録する品目
カテゴリー構築

長期・低コスト
の運用を可能に
してくれる協力
者の存在

サーバーは、このシステムを開発してくれた、石原さん（現在・顧問）の協力
で運用・保守がされている。
また、誕生当時より、データベースの置き場は、斉藤先生（現在・顧問）の協
力で、無償でクラウド上においていただくことができ、長期に渡り安定して稼
働できるようになっている。ウェブデザインでお世話になる方もいる。



測定室・利用する人・入力されたデータの相互関係で成り立つ

システム（データベースとWebサ
イト）が基幹にあって
ユーザーが測定室に測定依頼をす
ることで、測定室の経営基盤を支
え、またその測定結果がアーカイ
ブされ、それを公開することで
ユーザーに広く還元できる。

測定データは、測定室だけのもの
でもデータサイトだけのものでも
ない。測定を依頼した方や閲覧す
ることでデータを利用するみなさ
んに広く還元する社会的な資産と
捉えている。測定室閉鎖や退会し
た測定室のデータも残している



【北海道】さっぽろ市民放射能測定所
はかーる・さっぽろ

【宮城県】みんなの放射線
測定室てとてと

【福島県】NPO法人
みんなのデータサイト福島ラボ

【栃木県】那須希望の砦

【栃木県】益子放射線測定所

【茨城県】つくば市民放射能測定所

【東京都】高木仁三郎記念
ちょうふ市民放射能測定室

【東京都】ちくりん舎
（市民放射能監視センター）

【新潟県】あがの市民放射線測定室
あがのラボ

【埼玉県】HSF市民測定所・深谷

みんなのデータサイト参加測定室

2026年1月現在 25測定室

【愛知県】未来につなげる・東海ネット
市民放射能測定センター（Cラボ）

【群馬県】高崎市民測定所クラシル

【長野県】アイメジャー
信州放射能ラボ

【京都府】きょうと・くっすんらぼ

【京都府】京都・市民放射能測定所

【奈良県】はかるなら
（奈良・市民放射能測定所）

【兵庫県】阪神・市民放射能測定所

【広島県】おのみち-測定依頼所-

【長野県】JCF-Teamめとば

【東京都】NPO法人放射線測定室アスナロ

【神奈川県】東林間放射能測定室

【富山県】とやま市民放射能
測定室はかるっチャ

https://minnanods.net/labs/

©OpenStreetMap 
Contributors

【東京都】にしとうきょう
市民放射能測定所 あるびれお

【埼玉県】所沢・市民放射線測定室
「とこらぼ」

【埼玉県】森の測定室 滑川

https://minnanods.net/labs/
https://minnanods.net/labs/
https://minnanods.net/labs/


みんなのデータサイト 福島ラボの誕生(2024年9月1日～)

みんなのデータサイトの事務所所在地であったNPO法人ふくし
ま30年プロジェクト（福島市）の解散に伴い、事務所建物・測
定器等がみんなのデータサイトに譲渡。
「みんなのデータサイト福島ラボ」となりました！

◎ゲルマニウム半導体核種分析装置
◎ベラルーシ製ATOMTEX １３２０A
◎ホールボディカウンター
◎ホットスポットファインダー（３高度同時測定可能）ほか空間線量計各種
測定員はふくしま30年時と変わらず、データサイト事務局の阿部・清水が 担当

NPO法人
ふくしま30年プロジェクト

みんなのデータサイト
福島ラボへ！！

福島ラボ 外観 測定器（ゲルマニウム半導体検出器）



福島ラボの料金表

その他、みんなのデータサイト参加測定室の詳細・料金はこちらからご覧
ください。 https://minnanods.net/labs/
地元に近い測定室をご支援いただけるとありがたいです

■NaIシンチレーター
1時間  2,000円
3時間  5,000円

■ゲルマニウム半導体検出器
 1時間  5,000円
 3時間 10,000円

■ホールボディカウンター
 10分間 3,000円

測定依頼がございましたら、メールや電話でお気軽にお問い合わせください。
宅配便等で送付できます。
（水曜定休）

https://minnanods.net/labs/


東日本土壌ベクレル測定プロジェクトを開始

3年半で、のべ４０００人の市民によびかけ土壌を採取、測定
を行う。

３４００地点のセシウム汚染状況をウェブサイト及び各都県
のポスター地図を作って公開

みんなのデータサイトの年表（１）

2012年

2013年

構想開始 実行委員会の立ち上げ システム・ウェブ開発

キックオフ 会員測定室を募る 精度検定の仕組みづくり

会員制のデータベース構築、食品カテゴリーの整備、ウェ
ブサイト完成
食品の測定結果の公開をはじめる

2014年
から

2017年

「日隅一雄・情報流通促進基金」
大賞を受賞

2017年



みんなのデータサイトの年表（２）

NPO法人化

2018年 「図説・１７都県放射能測定マップ＋読み解き集」を発行
クラウドファンディングにより自費出版 大きな反響

2019年

英語版ダイジェストを発行

日本ジャーナリスト会議 JCJ賞を受賞

2000年 「図説・１７都県放射能測定マップ＋読み解き集」増補版を発売
シリーズ累計21000部となる

2023年

2024年 放射線被ばく防護士 養成講座 開始
市民放射能測定室の作り方プロジェクト 開始

2025年 初代理事長 大沼章子さん 逝去



NPO法人みんなのデータサイトの事業その1

   ①データ収集と公開事業

 データベースに集約した各地の市民測定所(室)の測定結果を公開

②市民放射能測定室サポート事業

メーリングリストによる情報共有・

 基準玄米による測定器の精度確認
測定技術サポート・測定器メンテナンス/譲渡事業

 「測定室のつくり方」プロジェクト～市民測定のスキルとノウハウを継承

③測定・調査事業
 測定室の皆さんに呼びかけ各地の検体を協力して

収集して測定した結果を分析・公開。
食品基準値超え検体の発見・通報等も行います。

タケノコ・山菜プロジェクト
野生キノコプロジェクト

 （新）ハウスダストプロジェクト



④講演会、学習会事業
 自主企画、講師を招いての学習会、安定ヨウ素剤配布会等企画実施
 依頼を受けて各地で講演・学習会を実施

NPO法人みんなのデータサイトの事業その2

⑤市民連携をはかる事業
  全国、海外との様々なグループと連携。論文へデータ提供、共同プロジェクト実施

⑥出版事業ー測定の成果を書籍として発行（シリーズ累計発行部数2万部超）

＊フランス語版はデータサイトがデータを
提供し、フランスの市民団体が翻訳。
フランス国内で頒布しています

＊読み解き集初版 ＊読み解き集増補版 ＊英語抄訳版 ＊仏語抄訳版



①放射能測定データ収集と公開事業ー食品

グラフィカルユーザーインターフェイス  

自動的に生成された説明

https://minnanods.net

https://minnanods.net/


チェルノブイリ原発事故の後、ロシア・
ウクライナ・ベラルーシ政府は土壌汚染
マップを作った。「避難の権利や義務な
ど、チェルノブイリ法で規定されたゾー
ニングに対応した色分けで印刷され、

10年ごと７０年後までが示されて
いるので、住民は何年後に帰還できるか
の判断ができる」

日本では一向に作る気配のなかった広範囲の土壌汚染地図を市民がつくることに

市民でやるしかなかった！

①放射能測定データ収集と公開事業ー土壌

しかし、日本では一向に政府が広範囲な

土壌のベクレル測定をする気配がなかっ

た



2014年～2017年土壌放射能測定PJ
プロジェクト

国の事故直後の広域測定では航空機モニタリングに
よる空間線量からの推計しか行われておらず、各地の
詳細な土壌に含まれているセシウム濃度はわからない
状態。

「みんなのデータサイト」は、土壌の具体的な汚染
状況を把握するために、政府の食品モニタリング対象
となっている東日本17都県の土壌に含まれる放射性物
質を、「Bq/kg」という単位で直接測定する「東日本
土壌ベクレルプロジェクト」を立ち上げ、2014年から
2017年の３年半をかけて実施。



お手本は岩手県で先行していた「土壌調査プロジェクト・いわて」

①放射能測定データ収集と公開事業ー土壌測定

奥州市説明会

いちのせき幼稚園土壌採取
岩手県庁への申し入れ

岩手県内316ヶ所の私有
地・通学路、公園、学校、
公共施設等の土壌を採
取・測定しA1版カラーの
ポスター地図を制作

主催：放射線被曝から子
どもを守る会・いわて



土壌の標準検体も作成
• NaIで土壌を測定する場合、天然核種の影響を考慮する必要がある

• 測定所ごとに使用する測定機種（メーカー）が異なるため、性能
特性もばらつきがある。低濃度の汚染土の測定の機種ごとの検証
も必要。そこで土壌の標準物質を作り、様々な機種の測定器で測
定することについての確認を行った。

• また高汚染の土壌を多量に採取・移動させることは危険を伴うた
め、高汚染濃度の土壌を少量で測定できるための少量の精度確認
用標準検体も作った。機種ごとの異なる形状の密閉容器に密封。

• プロジェクトに参加する測定室に回覧して測定し、データを確認
した

均一化るためのミキサー
容器に密封してゲルマで値付け

少量・高濃度の標準検体。測定機種ご
とに容器が異なる

広島県内の土壌を採取・粒度
を揃えて

乾燥させる

その後目標とする
セシウム濃度にな
るよう、灰を添加

し攪拌均一化して
調合・調整を繰り
返す



17都県で土壌調査を展開するときの工夫
• 統一採取手法（文科省等の行政・チェルノブイリと同じ深さ０から５cm立方体
で１リットルの土を採取する）にすることで相互比較、また行政とのデータの比
較も可能にする

• ホットスポットや除染済みの地点ではなく、極力手付かずで高すぎず低すぎない
その地域の標準的な場所で採取する。できるだけ空間線量も測定する

• 土壌採取講習会、採取法動画の作成、採取マニュアルを漫画にするなど、初めて
の人にも取り組みやすい工夫をした



こうして臨んだ東日本土壌ベクレル測定プロジェクト

• 自分たちの住む地域の汚染状況を市民により採取・測定し情報を公開する

• 空間線量ではなく、ベクレルで測定する

• 目標地点数は、自治体ごとの面積と人口密度と汚染濃度から独自に割り出

して決定した

• 全国で講習会や説明会を実施し、各地の市民が協力した

• 今記録を残さねば、フクイチ事故の証拠が消えてしまう！



2014年から2017年の3年半のべ
4000人の市民が協力

１７都県 3400カ所の土を採
取・測定できたことで、福島原
発事故による広範囲の汚染の証
拠を残すことができた

• このマップには、セシウム137と
同時に事故由来の放射性セシウム
134が記録されています。
半減期が短いこの物質を捉えたこ
とで、福島原発事故由来の汚染だ
という証拠を残すことができた

• 政府の地図で「汚染なし」とされ
る場所にも放射性セシウムは存在
300キロメートル以上風により運
ばれ、雨や雪で沈着したことが示
されている



100年マップ
ベクレル測定をしたことで、セシウム134とセシ
ウム137の減衰補正計算ができるので、100年後ま
での汚染を推計で見通すことができる



資金調達

助成金のほか、市民からの寄付・クラウドファンディングに
より、測定事業、書籍化・出版を実現できた

多くの方からのご支援に、改めて感謝申し上げます！



②市民放射能測定室サポート事業

• メーリングリストによる測定室同士の情報共有・交流

• 基準玄米の貸出による測定器の精度確認

• 測定技術サポート

• 測定器メンテナンス/譲渡事業

• 「市民測定室のつくり方」プロジェクト〜市民測定のスキ

ルとノウハウを継承するためのガイドブックを作成するプロジェ

クト



測定器メンテナンス・譲渡事業

• 不要となった測定器の引き取り→メンテナンス→新しい持ち主を探し
て譲渡する事業

• 原発再稼働を踏まえて、これから測定室を開きたいというニーズも
新潟県内等で生まれている

• 現在、測定器を譲渡した市民グループが、測定室立ち上げ準備中

• 故障した測定器の代替品、部品供給等も視野に

（市民放射能測定室の中で最も普及している

ATOMTEXはベラルーシ製のため、入手困難で

修理等も難しい）

閉鎖・未活用の測定器が増
えつつある今、資源活用の

面でも大切な事業



市民測定室の作り方プロジェクト
〜市民測定のスキルとノウハウを継承するためのガイドブックを作成する

• 3.11後に、日本各地にできた市民放射能測定室の多くは、現在メンバーの
高齢化や測定依頼の激減で閉室や休眠の危機

• このままでは、蓄積した測定のノウハウが失われてしまう

• 測定室の立ち上げ、測定技術、測定室運営のノウハウを記録し、次世代
へ継承するためガイドブック「市民放射能測定室の作り方」を作成する

• 各測定室が蓄積した測定室の立ち上げ、測定技術、測定室運営のノウハ
ウを明らかにするための基礎調査として、アンケ－トとインタビューを
行いました。

• 2023年12月から開始。プロジェクトには立候補した５名で推進しており、
リーダーはつくば市民放射能測定所所長藤田康元さん。

②市民放射能測定室サポート事業

高木仁三郎市民科学基金の助成を受けています



市民測定室の作り方プロジェクトで見えてきたこと



アンケート結果から見る 開所・閉室時期一覧

市民測定室の作り方プロジェクトで見えてきたこと



• アンケート結果とインタビュー結果を元に、そ
れまでに放射能測定の経験や知識を持たない人
にもわかりやすいガイドブックを作るため、現
在奮闘中。

• 特にそれぞれの市民放射能測定室が独自に生み
出した工夫や、陥りやすい失敗等も紹介するこ
とで「実践的」な内容に。

• 市民放射能測定室の歴史や軌跡の記録集の役割
も持たせたい

• 技術的な知識・用語等の解説も載せる

• ガイドブックは2027年1月完成を目指して執筆中
です

市民測定室の作り方プロジェクト 今後の予定

https://minnanods.net/learn/presen/entry-1787.html

プロジェクト中間報告の
録画アーカイブと詳しい当日資
料のダウンロードは以下のURL
から



目次案
市民測定室の作り方プロジェクト 目次案

ご期待ください！



③ 測定・調査事業

全国の市民測定室の皆さんに呼びかけ各地の検体を協力して収集して

測定した結果を分析・公開し、報告会を開いている。

食品基準値超え検体の発見・保健所や自治体への通報等も行う。

ハウスダストプロジェクト

その他、依頼検体測定、自主検体測定

タケノコ・山菜プロジェクト

野生キノコプロジェクト

助成：12人の絵本作家が描くおうえんカレンダープ
ロジェクト, JIM-NET



除染等がほぼ未着手の山野に限って言えば放射性セシウムは放出時の36.3％が残存し、その上、半減期30年
のセシウム137に限って言えば、その数値は71.7％になる。

野生きのこ測定プロジェクト
2020年より開始した事業



福島原発事故後15年の野生きのこの傾向

食品基準を超過する傾向が2011年から変わらない。

乾燥キノコについて厚生労働省の示す「その他のキノコの乾燥による重量変化率4.0」を基にした生
換算値。
2021年に二万Bq/kgを超えているのは飯舘村で採取した生きのこ
2020年の2万2000Bq/kgは宮城県七ヶ宿町産乾燥キノコで、那須希望の砦測定



https://www.rinya.maff.go.jp/j/tokuyou/kinoko/syukkaseigen.html

きのこや山菜の出荷制限等の状況について

Tiles courtesy of jawgmaps - Map data 
© OpenStreetMap contributors

© OpenStreetMap contributors

当該頁では、出荷制限・自粛要請が発出され
た自治体を各県ごとにまとめ公開している。
これでは県境を跨いだら出荷制限がリセット
されるような感覚に囚われるので、放射性物
質による汚染は地続きであることを踏まえて、
弊法人が公開している17都県土壌マップのよ
うに17都県でまとめたのが右記マップ図。

http://u.osmfr.org/m/1166239/

17都県マップ
で汚染度の高
い地域でも出
荷制限の出て
いないところ
がある。

青森県は福島原
発事故の影響は
ほとんど無いよ
うだけど、青森
市や十和田市に
出荷制限が出て
る。

林野庁サイト

野生きのこの出荷制限マップ 17都県土壌放射能マップ(2011年版)



みんなのデータサイトに登録されている福島県南会津町産野生きのこの測定結果

品名 採取または購入地 Cs-134 Cs-137 測定日 測定時間 測定器

チチタケ 福島県南会津郡南会津町 39.50±9.50 930.00±186.00 2020-08-07 1800AT1320A

コウタケ[ネット通販] 福島県南会津郡南会津町 ND(>4.09) 343.00±6.69 2024-10-20 14400HpGe

コウタケ[ネット通販] 福島県(奥会津) ND(>2.57) 192.00±4.25 2024-10-19 14400HpGe

チチタケ 福島県南会津郡南会津町 ND(>5.94) 126.00±23.10 2024-08-24 72000ALOKA CAN-OSP-NAI

コウタケ[ネット通販] 福島県(南会津) ND(>2.61) 118.00±2.28 2024-10-18 14400HpGe

コウタケ01(天然キノコ) [ネット通販] 福島県(奥会津) ND(>2.48) 101.00±2.17 2020-10-17 57600HpGe

シモフリシメジ 福島県南会津郡南会津町 ND(>6.16) 95.50±17.40 2024-11-07 72000ALOKA CAN-OSP-NAI

シシタケ(南会津町田島のきのこ屋で入手) 福島県南会津郡南会津町 ND(>6.39) 78.50±16.40 2024-10-18 10800AT1320A

チチタケ[ネット通販] 福島県(奥会津) ND(>0.91) 77.40±1.01 2024-08-20 136800HpGe

コウタケ02(天然キノコ) [ネット通販] 福島県(奥会津) ND(>3.81) 64.90±2.88 2020-10-18 21600HpGe

チチタケ 福島県南会津郡南会津町 ND(>4.09) 64.60±12.00 2025-07-27 72000ALOKA CAN-OSP-NAI

コウタケ[ネット通販] 福島県(南会津) 0.80±0.25 61.80±0.95 2024-10-27 75600HpGe

コウタケ 福島県南会津郡南会津町 ND(>3.3) 52.90±9.87 2024-10-13 72000ALOKA CAN-OSP-NAI

キノコ（チチタケ） 福島県南会津郡南会津町 ND(>6.08) 48.60±11.30 2021-08-23 1800AT1320A

コウタケ[ネット通販] 福島県(南会津) ND(>1.52) 44.50±1.48 2024-10-18 14400HpGe

コウタケ 福島県南会津郡南会津町 ND(>4.57) 32.20±6.01 2024-10-15 72000ALOKA CAN-OSP-NAI

クリタケ(天然キノコ) [ネット通販] 福島県(奥会津) ND(>4.85) 30.80±2.92 2020-11-04 10800HpGe

ウラベニホテイシメジ[ネット通販] 福島県(奥会津) ND(>0.86) 25.10±0.75 2024-10-18 54000HpGe

キノコ：ハナイグチ 福島県南会津郡南会津町 ND(>1.51) 21.50±4.40 2023-10-11 36000AT1320A

ハナイグチ 福島県南会津郡南会津町 ND(>5.84) 12.10±4.90 2024-11-03 1800AT1320A

チャナメツムタケ 福島県南会津郡南会津町 ND(>12.9) 10.20±8.70 2024-11-18 1800AT1320A

スギタケ 福島県南会津郡南会津町 ND(>13.6) ND(>15) 2024-11-18 1800AT1320A

チチタケ(天然キノコ) [ネット通販] 福島県南会津郡南会津町 ND(>3.32) ND(>3.9) 2021-08-19 75600HpGe

チチタケ 福島県南会津郡南会津町 ND(>6.1) ND(>6.84) 2020-08-26 1800AT1320A

サクラシメジ（ヌメリガサ科） 福島県南会津郡南会津町 ND(>6.45) ND(>7.22) 2021-09-10 1800AT1320A

ハイカグラテングタケ（テングタケ科） 福島県南会津郡南会津町 ND(>6.25) ND(>7) 2021-09-10 1800AT1320A



ND(不検出)は「0」として処理

前頁のデータを用いて作成したグラフ

N=26

みんなのデータサイトに登録されている2020～24年の5年間
の測定データで26件中6件が100Bq/kg超え、超過率は23%。
こういった状態だが、南会津町に出荷制限の要請は出ておら
ず、現状との乖離が見られる。

東日本大震災・原子力災害伝承館事前学習指導書よ
り

福島県のモニタリング検査方針に則って行った所謂公的検査データ(監
視組織たる行政の検査機関[福島県農業総合センター、福島県衛生研究
所、福島県環境創造センター]と食品衛生法上の登録検査機関のみ)で基
準超過は無いと謳うとは、あまりに恣意的。

その上でのプロパガンダ！？



きっかけはメルカリ出品の山菜(コシアブラ)から食品基準超過を発見したことによ
る保健所への通報

申立書の作成風景

保健所に食品基準超過コシアブラの申し立て



共同通信からの配信記事による報道



2020年10月19日付で厚生労働省より公開された通知

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_14183.html



次いでメディアが報じることに。

朝日新聞デジタル2020年10月20日
「放射性物質、キノコも基準値超 ネット個人取引、
制限へ」

河北新報2020年11月2日「基準値超農産物
ネット売買防止 厚労省が対策本格化」



通知発出後から5年、昨年のフリマサイト(メルカリ)での出品状況



福島のNPO、セシウム測定 野生キノコから基準値超 メルカリ出品者「常陸太田で採った」
東京新聞2025年10月17日茨城県版掲載

https://www.tokyo-np.co.jp/article/443157

当該案件は、茨城県林政課、同生活衛生課、メルカリへ
と取材した後に報じられた。記事によると、取材に対し
ての林政課のコメントは「(出品者が)出荷制限を知ってい
れば防げた。市町村を通じて、あらためて注意喚起した
い」生活衛生課も同様に型通りのコメント。メルカリも
「継続的な注意喚起をしている。指針を守った出品をお
願いしている」と、実効性のあるシステム作りをする気
はない模様。

東
京
新
聞
デ
ジ
タ
ル
よ
り



食品基準超えの乾燥チチタケを測定してから
記事になるまでの経緯

①メルカリで茨城県産乾燥チチタケの出品を確認、購入。

購入

匿名配送のため、
出品者の連絡先は
不明



②乾燥チチタケの放射能測定結果

Cs-137

Cs-134

K-40

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

核種名 放 射 能 (Bq/kg) ±誤差(Bq/kg)判 検出限界放射能(Bq/kg)

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

Cs-134 1.57E+02 6.08E+00 > 1.43E+01

Cs-134 1.56E+02 4.99E+00 > 5.03E+00

Cs-137 1.56E+04 4.32E+01 > 1.29E+01

K - 40 8.04E+02 4.08E+01 > 4.25E+01

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

セシウム134      157 ± 6.08 Bq/kg

マジ
で！？

セシウム137   15600 ± 43.2 Bq/kg



メルカリの変化
天然キノコ出品ページ
2025年11月12日に確認

小さい変化だが、出品者には抑制効果がある
のでは？



No. 品名 入手先
採取

都道府県

採取

市町村
発送地 Cs-137 Cs-134 Cs合算 採取日 購入日

1 名称不明(オオイチョウタケ?) 縁故品(自家採集) 福島県 安達郡大玉村 4,750 40.8 4,791 10月20日

2 乾燥チチタケ※3 メルカリ 茨城県 常陸太田市 取手市 3,900 39.3 3,939 7月1日 9月18日

3 乾燥コウタケ※3 メルカリ 岩手県 奥州市 奥州市 1,210 9.3 1,219 7月6日

4 チチタケ メルカリ 群馬県 不明 吾妻郡草津町 1,160 10.9 1,171 8月1日 8月1日

5 チチタケ メルカリ 長野県 926 7.45 934 8月3日

6 チチタケ 縁故品 福島県 耶麻郡北塩原村 790 不検出(<17.8)※2 790

7 タマゴタケ メルカリ 山形県 山形市 522 5.41 526 8月31日

8 乾燥ウツロイイグチ※3 Yahoo!オークション 北海道 奥尻郡奥尻町 奥尻郡奥尻町 485 不検出(<28.6)※2 485 8月29日

9 乾燥コウタケ※3 ネットショップ 秋田県 仙北市 440 不検出(<24.4)※2 222 11月17日

10 タマゴタケ メルカリ 群馬県 桐生市 桐生市 405 4.02 409 8月23日

2025年8月以降の野生きのこPJにおける放射能測定結果
野生きのこ測定(2025年2月～11月)より基準値超となった結果を一部抜粋
NPO法人みんなのデータサイトのデータベースに登録されたデータより

※2 不検出となった場合に「< 17.8」と表記されますが、この不等号と数字は検出下限値を意味します。17.8より小さいということで、17.8 Bq/kgに達しなかったので不検出に
なったことを表します。
※3 乾燥コウタケ、乾燥チチタケ等の乾燥きのこは、厚労省通知「食 安 基 発 ０ ３ １ ５ 第 ７ 号」で示された重量変化率に倣い、換算した数値です。



自公与党(当時)の食品中の放射性物質基準に対する緩和の動き

食品等の出荷制限の合理的なあり方検討PT(プロジェクトチーム)

原子力規制委発足２年 田中委員長

生活、食品の放射性基準の緩和の必要性を示唆
（河北新報）
2014-10-07 14:38:37

インタビューに答える
田中委員長(当時)

－食品の放射性セシウム濃度
基準も他国と開きがある。

「一般食品は１キログラム当たり
１００ベクレル以下だが、欧米で
は１０００ベクレル超の基準。国
際会議などで『日本の基準は低す
ぎる』と言われたこともある。日
本の防護基準を国際的なレベルに
見直す議論はすぐにはできないが、
いずれしなければならない」

食品等の出荷制限の合理的なあり方検討PTの目的
・福島の森林・里山・木材産業の再生。
・しいたけ原木など特用林産物の産地再生と安全証
明を整備する。
・被災地域で停滞した資源循環を回復させる。

流通する食
品の半分が
汚染されて
いるという、
安全側の想
定の下に基
準値が設定
された※こ
とを無視し
た発言。

※「食品中
の放射性物
質に係る基
準値の設定
に関する

Q&A につい
て」より

食品基準について上記コメ
ントにある通りの持論を持
つ田中元委員長は、７年後
にPTへのレクチャーを行

う。



東日本大震災 復興加速化のための第 10 次提言(2021年)

食品等の基準値や出荷制限等の規制について、消費者保護を大前提としつつ、この 10 年間に蓄積して
きたデータと知見に基づく科学的・合理的な観点から、速やかな検証を加速化すること。

「食品基準見直し」が政府への提言となる



与党の「食品等の出荷制限の合理的なあり方検討PT」
の情報を得たことで食品基準緩和反対の署名活動開始
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赤旗新聞2021年12月27日



④講演会、学習会事業

自主企画、講師を招いての学習会、安定ヨウ素剤配布会

等の企画・実施。

書籍（17都県測定マップ＋読み解き集）を活用した読み

解き講座なども開催。

依頼をいただき、講演・学習会を実施することも。



安定ヨウ素剤配布会
①年に１回オンライン開催。録画視聴の形で通年対応。

②避難者さんが企画する年数回のリアル開催に協力。

①顧問の牛山元美先生のご協力により実施

通販サイトBASEでお申し込みいただくと、説明動
画視聴用URLと、問診票等のPDFをダウンロードで
き、動画視聴後に必要事項記入して郵送すると、
牛山先生から ヨウ素剤をお送りいただける仕組
み。全国から申し込みがあります。

②事故から15年、改めてヨウ素剤配布を通じてつながり合い
たいという思いを込めて避難者さんと共に配布会を実施
(2026.2.8 東京・武蔵野市にて。主催 Round Shape)



月例オンライン学習会
2026年 毎月テーマを決めてZOOM開催。



原子力災害から命と健康を守る実践体験講座
〜放射線被ばく防護士養成

◎放射線被ばく防護士とは
みんなのデータサイト独自の資格で、原子力災害時に放射線被ばくから自分や周囲の人々の身を守るこ
とができる総合的な知識を身につけることを目指しています。座学と実地研修双方を履修し、課題を提
出し、試験に合格することで放射線被ばく防護士として認定する。

第２期第１期

助成：真如苑 / 311メモリアルネットワーク基金



この講座の特徴

• 事前学習で放射線の基礎知識を身につけ、実地研修も組み合わ

せ総合的な実践力を高める

• 放射線の測定、防護服着脱等を具体的に学ぶ

• 滞在中の積算線量を計算する

• 現地の方々との繋がりを深め、交流する

• グループで被災地を実際に歩いて、みて、感じ、測定する

• 被災地を知ることで、原発事故の実相を学ぶ

福島原発事故津島被害者原告団 今野秀則さん

今野邦彦さん

今野寿美雄さん

小豆川勝見先生（東京大学大学院総合文化研究科助教）

おれたちの伝承館

放射能測定センター南相馬 とどけ鳥

協力

ほか



第１期実地研修





参加者の感想
➢ 原発事故を「過去の出来事」として認識していたのではないかと思うに至った

➢ 測定器がもたらす数値や音が視覚や聴覚を通してもたらしたものは言葉に言い

表すのが難しいほど、目の前に見えている風景の意味を変容させた

➢ 実地研修の講師の方々との出会いや対話も言葉が追いつかないほど強烈なもの

だった

➢ 参加者はタイべックを身に纏いながら帰還困難区域のそばにいたが、案内して

くれた講師のお二人はタイべックを着ることなく普段着で過ごされていた、そ

のギャップ

➢ 原子力災害が起きてしまったらどのようなことが実際に起きるのかということ

を改めて理解することができた



第２期実地研修









放射線被ばく防護士養成講座の手応え

• 放射線測定の経験がない一般の方々にとって、被災地で線量計

が鳴り、数値が上がっていく実体験は強烈

• 高線量のところに普通に人が暮らし始めていることへの衝撃

• 実相を知ることで考えを深めたり変化したりが大きい

• 放射性物質の測定をしてきた我々ならではの内容で 参加者の

満足度はとても高い

• いざという時被ばく防護を実践できる人材を増やしていきたい



告知・広報は課題。知らない人にどうやって知ってもらうか

被災地がどんどん変わってしまうこと（取り壊し等）

事前学習の難易度。工夫がさらに必要か（難しい？）

放射線被ばく防護士養成講座の課題

2025年3月には診療所建物をみながらお話を聞けたが、11月は更地になっていた



⑤市民連携をはかる事業
国内外の様々なグループと論文へデータ提供、共同プロジェクト実
施、情報交換の連携等

• 1030 Project - 北米の放射能汚染を、灰の放射性セシウム測定をもとに炙り
出す

• 論文のためのデータ提供 - 土壌プロジェクトのデータを提供（２つ）

• 広島・長崎・ビキニ核実験、核廃棄物、
ウラン鉱山、劣化ウラン弾等、放射能汚
染という共通ワードで国内外の市民・グ
ループと連帯

• 避難者との連携

• 裁判原告や裁判支援者との連携

世界核被害者フォーラム 2025. 10. 5～6 （広島）



⑥出版事業ー測定の成果を書籍として発行（シリーズ累計発行
部数2万部超）

土壌試料は、のべ
4000人の市民が
参加し、3400余
地点で採取、これ
を各地の測定所
(室)で測定。

原稿、編集、デザ
イン、印刷所・販
路開拓、発送ま
でDIYで。多くの
方の協力のおかげ
で実現。

増補版A4全頁カラー232頁



個人的な悩み

• 放射能汚染が強い地域（浜通り）に移住する人々（特に若い世
代・ファミリー世代など）の 放射性物質に対する認知度の低
さ、関心の薄さ？

• 浜通りがどうして 素敵な学校とかが建って移住Welcome!!な
のか その背景もわかってない。

• このような話も多分難しすぎる。言葉がそもそも通じないし定
義もわからないのでは。

放射性物質の半減期より、ずっと早い
人々の意識の変化・忘却



世界でも類を見ない、市民放射能測定室の
ネットワークを賛助会員としてお支えください

活動を広めていただく、講座への参加よろしくお願いします！

また、賛助会員・カンパ等でお支えいただければ幸いです

https://minnanods.net/mds/donation.html



ご清聴ありがとうございました！
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